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国語科 高等学校第Ⅰ学年

感想からはじめる読みの授業―「ラップトップ抱えた『石器人』」を読む―

「ラップトップ抱えた『石器人』」『国語総合 現代文編』(東京書籍)  

授業者 重永 和馬 

（校内研究授業）
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高等学校 国語科 学習指導案 

指導者 重永 和馬 

日  時 令和 4 年 1 月 20



題  目 感想からはじめる読みの授業 ―「ラップトップ抱えた『石器人』」を読む―

本時の目標

1. 文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理解する。

2. 教材文の表現や内容について，他の学習者の感想を参考にしながら自分の考えを作り上げる。 

3. 科学技術と人間の関わりについて考えを深めている。

本時の評価規準（観点／方法） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・文章の効果的な組み立て方

や接続の仕方について理解し

ている。（発言・記述の確認）

・教材文の表現や内容につい

て，他の学習者の感想を参考に

しながら自分の考えを作り上

げることで，文章を評価や解釈

している。（発言・記述の確認） 

・科学技術と人間の関わりに

ついて考えを深めようとして

いる。（発言・記述の確認）

本時の学習指導過程 

学習内容 指導上の留意点 評価の観点と方法

〈導入〉

・前時と本時の内容の確認。

〈展開〉

・文章後半を読む。

１，人間の脳の進化について

考える。

２，科学技術の進歩について

考える。

３，科学技術と人間の関わり

方について考える。

〈終結〉

・次時の内容の確認。

・「ラップトップ抱えた「石器人」」

の後半を読むことを確認する。

・教材文後半を音読する。

１，筆者が人間の脳は進化していな

いとしていることを押さえる。

・人間の脳が進化しているかいない

かについて考える。

２，筆者が科学技術の過度の進歩を

否定的にとらえていることを「だま

されてはいけない」「築きあげてし

まった」という表現をもとに押さえ

る。

・科学技術の進歩は否定的なことな

のかどうかについて考える。

３，科学技術と今後どのように関わ

るべきかについて考える。

・脳の進化について考

え，発表できている（発

言・記述の確認）。 

・文章の効果的な組み立

て方や接続の仕方につ

いて理解し，内容を読み

取っている（発言・記述

の確認） 

・科学技術の進歩につい

て考え，発表できている

（発言・記述の確認）。 

・科学技術と今後どのよ

うに関わるべきかにつ

いて考え，発表できてい

る（発言・記述の確認）。 
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実践上の留意点 

１．授業説明 

 本実践は生徒の感想を起点として読みを深める実践である。教材全文を載せた感想記入用のワーク

シートを用いた。感想をもった箇所に線を引き，感想とその説明を書く。全文を載せたのは，教材の

どの部分に感想を持ったのかを明確にすることにつながるからである。また感想の記入は初読段階だ

けでなく，各時にも行うようにしている。授業を受けることで，生徒の感想はより豊かになる。それ

を生徒が記し，指導者が次時に生かすことで授業の深まりが生じると考えているからである。

本時は文章後半の読解である。生徒の記していた感想をもとに，現代人の進歩について，科学技術

文明の進歩について，今後の科学技術の進歩について，考えていく授業を行った。全体的に生徒は能

動的に学習に取り組んでいた。

ワークシートの記入を見ると，学習者は教材文への感想を多く持てていた。感想を持つという点で，

生徒は能動的に教材文と関わっていた。

２．研究協議 

授業後の協議会でいただいた質問・意見のうち，三点について説明する。一つ目は，教材文の読み

についてである。科学技術文明の進歩について，筆者は否定的にとらえていると私は読んでいた。し

かし，筆者は否定的にとらえてはおらず，文章中にあるとおり「すばらしい」ととらえているのでは

ないかという意見をいただいた。さらに，私たち現代人が，科学技術文明を扱いきれると錯覚してい

ることについて否定的である点を，授業の柱にすべきだという意見をいただいた。私は授業の柱とし

て，謙虚な自己認識をした後，私たちは科学技術文明とどのように関わるべきかということを据えた

が，柱を間違えていることになる。教材の書いていることを踏まえきれていない実践であった。

二つ目は，指導者の教材研究・教材解釈が，生徒の感想よりも強く出ているのではないかという指

摘である。生徒の数多くの感想すべてを授業でとりあげることは難しい。そのため，授業で取り上げ

るものを選ぶが，その段階で指導者の選択が入ってくる。また，その感想をどのような順序や重みで

とりあげ，どのように板書するのかという点も，指導者の考えによる。今回の実践で言えば，授業で

生徒に考えさせた論点が，指導者側の読みにもとづいて，強引に設定されているのではないかという

ことである。指導者の教材解釈がまったく入らない実践はありえないが，それが強く出ていた面があ

る。生徒の感想を生かす実践がどのような授業なのかについて，今後探る必要がある。

三つ目は，能動的な読みと妥当な読みの関係をより明確にすることである。私は能動的な読みを，

読者が自分と関わらせて文章を読むことだと考えている。自分に関わらせれば関わらせるほど，読み

は個性的なものになる。一方で，正しい読み，妥当な読みというのがある。妥当な読みというのは，

自分を前面に出すのではなく，コードに従った読みである。本教材で言えば，全体の段落構成や「し

かし」に注目する読みである。この両者の関係が協議会では話題になった。妥当な読みを行って立脚

点を築いた上で，能動的な読みを行うべきだという指摘である。感想を起点にするような学習者発の

学習をする際に，学習者の個性的な読みを引き出すことはできる。そのような学習の中で妥当な読み

をどのように位置づければよいのか，関わらせていけばよいのかということについて，今後検討が必

要である。
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